
『恵み野中央公園を考える会』

第1回恵み野中央公園ワークショップ

「公園の現状の課題や問題点を共有しよう！」



『恵み野中央公園を考える会』開催の目的

①公園供用後約４０年が経過し、施設の老朽化が進む中で

周辺環境の変化にも対応した公園機能の見直しが必要。

②施設改修を機に、さまざまな立場で活動をされている

方々が集まり、本公園の魅力を再認識するとともに、

これからの恵み野中央公園のあり方（施設改修内容や

地域の方々の公園への携わり方など）を話し合い、

共有していくことを目的とします。

（公園施設改修 ） Ｃ・Ｈ・Ａ・Ｎ・Ｇ・Ｅ

（より良い公園へ） Ｃ・Ｈ・Ａ・Ｎ・Ｃ・Ｅ



改修範囲

・概ね赤枠で囲った範囲は、機能の見直しを

含めて、面としての再整備を予定

・その他の範囲については、老朽化の状況に

あわせて適宜更新



恵み野中央公園 事業スケジュール

測量調査

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

基本計画の策定
細部測量調査
実施設計の策定

工事着手

『恵み野中央公園を考える会』
・基本方針、施設イメージ
・持続可能な地域の関り
提言書として市に提出



ワークショップ全体の流れ

令和５年度

第1回
ワークショップ

・事業概要、ワークショップ目的の把握
・現状の問題点や課題点の共有

第２回
ワークショップ
（1２月上旬頃）

・改修に向けた基本的な考え方の共有
・エリアごとの空間イメージのアイデア出し①

第３回
ワークショップ
（２月上旬頃）

・改修に向けた基本的な考え方の共有
・エリアごとの空間イメージのアイデア出し②

令和６年度
第４～６回
ワークショップ
（５月～９月）

・エリアごとの具体的な施設・植栽方針
・持続可能な公園づくりに向けた地域の
携わり方

提言書としてとりまとめる



本日のワークショップの流れ

自己紹介 恵み野中央公園への思いを兼ねて！

公園概要・事例紹介
恵み野中央公園整備当時のコンセプトなど
公園再整備でのキーワード及び取組み事例

現地確認

現地確認の整理

グループ発表

現状の施設状況や樹木の状況を確認
公園内の良いところについてもチェック

現地確認で気づいた点をポストイットに記入
各自発表しながらグルーピング作業

グループでまとめた内容を発表！

本日のまとめ グループ発表で挙げられた内容のまとめ



恵み野中央公園の概要

地区の生活軸（ライフベルト） ＪＲ恵み野駅・商業・医療・公共施設

地区の環境軸（パークベルト） 恵み野中央公園（面積１１．１ｈａ・総合公園）

開発当時の完成予想図

総開発面積：約２４６ｈａ



整備当時の利用状況



整備当時の利用状況



整備当時の利用状況



公園内の樹木

エゾヤマザクラ、ソメイヨシノ、
ヤマモミジ、イタヤカエデ、アカエゾマツ、
ハルニレ、ナナカマドなどの高木が

約３５種1８００本
ツリバナ、エゾニワトコ、マユミ、ツツジ、
アジサイ、ムクゲなどの中低木が

約２５種５０００株



事例紹介



恵み野中央公園の再整備に向けて
北海道大学大学院農学研究院 愛甲哲也

•官民連携 Park-PFI
•グリーンインフラ
•防災
•インクルーシブ
•冒険遊び場
•居場所・サードプレース
•協働型管理運営





Park-PFI



グリーンインフラ 札幌市の事例



防災公園



インクルーシブな公園



プレーパーク


